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課題

❑鶴岡市へのUターン就職を増やすには

どうしたらよいか

＊課題提供機関：鶴岡商工会議所＊





鶴岡市の現状 ～グラフからの分析～

❑就業人口減少による経済の縮小化

❑産業全体の衰退（シャッター街など）

❑人口減少に伴って空き家が増加しつつある

☑このままいけば鶴岡市が消滅してしまう可能性がある

☑人口減少や経済の衰退を緩やかにする必要がある

⇓
UIJターンを促し若者人口を増やす必要がある



背景 ～課題の分析～

❑顧客

・20～30代をターゲットとした首都圏から鶴岡市へのUIJターン就職希望者

❑課題
・経験した仕事を生かせるか見極める必要がある

・地方のコミュニティの輪に入り、地域環境になじむ必要がある

・首都圏に比べて娯楽やショップが限定されている

・インターン受け入れ先が少ない





課題に対する解決案

☑解決案１ (投資家）

・社会人インターン者への格安での住宅貸付

ー鶴岡市へのインターンの際の費用を軽減させる

☑解決案２ (市・地方公共団体）

・UIJターン者の移住者を対象とした招待キャンペーン

ー鶴岡市へ友人や家族などと転入した場合に特典を追加



解決案１ ～空き家問題について～

❑空き家が増えると犯罪や倒壊の発生率が増加する。

❑景観を損ねる

❑鶴岡市でも増加傾向にある

⇓

☑空き家を利用した画策が必要

＊出典：鶴岡商工会議所



解決案１ ～概要～

❑空き家を企業につるおかランド・バンク購入してもらいリフォームする。

（U・Iターン希望者が移住を決めたときに、「空き家をリフォームして住む」という

思考を持たせるためリフォーム代・コンバージョン代はなるべく安いほうがいい）

❑リフォームで足りない資金はクラウドファンディングで集める。

❑インターン希望者にシェアハウスとして貸付する。

インターン希望者が滞在中に鶴岡市の特産物やいいところに触れられるようにする。

（後の移住を促す目的）



解決案１ ～インターン時の住宅貸付～

❑インターン時に住居を格安で提供することにより地域に触れる時間を増加

❑滞在先を探す必要がなく、インターンのしやすさを実現

❑鶴岡での暮らしを体験し交流することで地域との関係性を構築 など…

⇓
☑格安での住宅貸付によりインターン後の移住を見据えた生活や

鶴岡の地域性を体験することができる

⇓
☑結果的に鶴岡市への移住を促すことができるのではないか



クラウドファンディングの事例

＊古民家リノベーション型シェアハウス＊

地域に役立ててほしいと寄付された古民家を再生してシェアハウスにしようというプロジェクト

2018年に完成し、お披露目会なども開催済み



解決案１ ～企画～

❑空き家をインターン向けシェアハウスとして提供

☑企画にかかる費用

＊鶴岡市の平均土地価格（坪単価×住宅平均坪面積）

ー約8.1万円×約40坪＝約320万円程度を想定した空き家を購入

＊リフォームにかかる費用を約250万円程度と仮定し土地代などと合算して

およそ約570万円程度になる。



解決案1 ～企画による収益～

❑シェアハウス（4人ほど）

－1泊一人当たり1500～2500円程度（管理費含め）

❑約2週間ほど滞在した場合

－2人滞在した場合に35000～63000円程度の収益

ー4人滞在した場合に70000～126000円程度の収益

＊クリーニング費用を16000円、光熱費を20000円とした場合

☑1年で約50人を目安とすれば150万円ほどのの収益

☑2年間で300万円程の収益となり翌年には設備投資以上の収益が見込め
る。



他地域での取り組み ～新潟県での取り組み～

❑U・Iターン事業を友達に紹介

⇓

❑その友達が紹介された事業に登録する

⇓

❑友達のU・Iターン就職が決定

⇓

❑紹介者に返礼の品を贈呈



新潟市の取り組みの結果

❑移住希望ランキングで2年連続5位を記録した

↓

❑このことから招待キャンペーンは一定の効果

が見込めることがわかる

↓

☑鶴岡市でも実現可能なのではないか

（鶴岡市の特産物などのアピールにも繋がる）

＊出典：NPO法人ふるさと回帰センター





解決案２ ～招待キャンペーン～

❑UIJターン希望者は友人や家族の紹介を受け転職することが多い

☑招待成功時に鶴岡市の特産品引換券（米）などの発行

☑招待成功時に補助金を最大100万円の増額

（使用用途に応じて割合で給付）



2つの解決案によって見込める効果

❑移住者の経済的負担を軽減させることができる

❑鶴岡市の特産物のアピールになる

❑移住を連鎖的なものにできる可能性がある

❑インターン希望者の経済的負担が軽減される

❑鶴岡市の空き家問題を解決することができる

❑インターン希望者が移住後のビジョンを持ちやすくなる
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ご静聴ありがとうございました！


